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出庫警報灯（車両検知センサ付）

製品図番：ＳＲＺ１００１Ｃ－Ｅ

■この取扱説明書は、大切に保管してください。

■この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全に作業を行ってください。

■ご使用前に「安全上のご注意」（５頁）を必ずお読みください。

取扱説明書
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改 定 履 歴

版 年 月 日 区 分 概 要

初版 ２０２４．１．３０ 新規

本説明書の表記について

１．括弧の使い方

本説明書で使用している括弧は、使い分けをしています。

“ ”：車両検知信号など変化を伴う物。

［ ］：画面表示・選択項目。

【 】：操作スイッチ、操作ボタン。

「 」：画面名称。

『 』：注意事項、特記事項。

２．その他の表記

０００８０ ：交互表示。この場合、“■■■■■”と“０００８０”の交互表示

を表します。

０００８０ ：点滅表示。この場合、“０００８０”の点滅を表します。

１２３４ＢＣＤＥ：反転表示。この場合、“２”が反転表示です。
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機器の施工には法令で定められた資格が必要です。

◎人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。

◎万一、注意事項に従わずに使用された場合の事故や故障などについては、責任を負い

かねます。

■誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して説明しています。

危険 「死亡や重傷を負うおそれが大きい内容」です。

警告 「死亡や重傷を負うおそれがある内容」です。

注意
「軽傷を負うことや、財産の損害が発生するおそ

れがある内容」です。

■お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。

してはいけない内容です。

実行しなければならない内容です。

出庫警報灯 取扱説明書
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１．黄色回転灯制御

歩行者および車両の安全のため、出庫警報灯に取付けているレーザーセンサから“車

両検知”信号を受信して、出庫警報灯の黄色回転灯動作および電子ブザーの鳴動制

御を行います。

２．電子ブザー停止制御

出庫警報灯の黄色回転灯が動作したときの電子ブザーの鳴動を、出庫警報灯内部の

【信号灯ブザー】スイッチ操作、またはロジックリレー内蔵２４時間タイマーで、

停止することができます。

アース端子（内部）

６項参照

製造銘板（内部）

製造銘板（拡大図）

日信防災株式会社
型名 ＳＲＺ１００１Ｃ－Ｅ
製番 Ｂ－Ｆ×××××
令和 ×年 ××月

製造銘板の「×」には数字が入ります。

正 面左側面 右側面

黄色回転灯

電子ブザー

１０項参照

レーザーセンサ

１１項参照

背面上部点検蓋

４項参照

背面下部点検蓋

４項参照

入線蓋（内部）

６項参照

出庫警報灯 取扱説明書
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■感電、火災、やけど、けが（死亡）などを防ぐために

●濡れた手で、出庫警報灯を取り扱わない。

特に雨天などの悪天候下での設置・調整作業は行わな

い。

感電によるけが（死亡）の原因となります。

●人が容易に触れる恐れある場合、水気がある場所には

設置しない。

感電によるけが（死亡）の原因となります。

●冠水するところには設置しない。

感電・漏電事故の原因となります。

●可燃性ガスや引火物の近くには設置しない。

火災の原因となります。

●活線工事はしない。

感電の原因となります。

●製品の分解・穴をあけるなどの改造はしない。

感電、火災の原因となります。

●出庫警報灯本体内部での分岐配線はしない。

火災の原因となります。

●製品をビニール袋や布、布団、服などで覆わない。

火災や製品が破損する原因となります。

■けがや事故などを防ぐために

●出庫警報灯本体には、Ｄ種接地(接地抵抗100Ω以下)

のアース線を接続する。

その際に強電設備とは独立したＤ種接地に接続する。

感電の原因となります。

●電源は、仕様に記述された適切な電源を使用する。

故障の故障原因となります。

●強電設備の近くなど、ノイズの多い環境では使用しな

い。

故障の故障原因となります。

●配線工事は、「電気工事士」の資格がある方が、「電気

設備技術基準」「内線規定」に従って施工する。

感電、火災の原因となります。

●端子ねじは推奨締付トルクで確実に締め付ける。

接続不良は、発熱・発火の原因となります。

危険

禁止

警告

必ず守る
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天井蓋または背面点検蓋を取り外す場合は、プラスドライバーを使用して、天井蓋固定

ねじ（4本）、背面上部点検蓋固定ねじ（10本）、背面下部点検蓋固定ねじ（6本）を外

してください。

天井蓋は、黄色回転灯の点検・交換時に外してください（予備皿ねじ3本添付）。

『ご注意』

雨水の浸入を防ぐため、点検蓋の裏面に、スポンジパッキンを貼り付けています。

スポンジパッキンが出庫警報灯本体に張り付いて、点検蓋が外れない場合は、ヨロイ

部の下側に指を掛けて、上または手前に引っ張るか、プラスチック製の定規などを出

庫警報灯本体と背面蓋の隙間に差し込んで、定規をゆっくり捻って点検蓋を剥がして

ください。変形または傷が付く恐れがあるので、金属製のマイナスドライバーなどは、

使用しないでください。

●点検蓋を取り外すときは、必ず手で点検蓋を押さえて、

点検蓋を落下させないこと。

けがの原因となります。

●内部の点検を行うときは、必ず主電源用プロテクタを

“ＯＦＦ(オフ)”にする。

感電や、やけどの原因となります。

上部点検蓋

M3 L=10(ステンレス鋼)

皿ねじ 10本

締付トルク：０ ６Ｎ・ｍ

背面上部点検蓋

背面下部点検蓋

下部点検蓋

M3 L=10(ステンレス鋼)

皿ねじ 6本

締付トルク：０ ６Ｎ・ｍ

ヨロイ部

ヨロイ部

天井蓋

M3 L=10(ステンレス鋼)

皿ねじ 4本(左右側面)

締付トルク：０ ６Ｎ・ｍ

天井蓋

必ず守る

警告
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【信号灯ブザー】スイッチ
８－４項参照

ロジックリレーＬＲＹ
９項参照

定電圧電源ＳＴＢ

内部配線用端子台ＴＢ２

センサ用端子台ＯＴ２

サージアブソーバ

ＺＮＲ１、２（計３個）

M6アース端子

内部側面

外線用端子台ＯＴ１

主電源用プロテクタＣＢＥ

７項参照

ＯＦＦ

電子ブザーＢＺ

１０項参照

レーザーセンサー

１１項参照

内部配線用端子台ＴＢ１
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１）背面下部点検蓋を取り外してください。

２）主電源用プロテクタＣＢＥを“ＯＦＦ(オフ)”にしてください。

３）底面に入線蓋と取付けています。

入線蓋取付用Ｍ４ネジ（Ｌ＝１０）４本をプラスドライバーで取り外して、出車注

意灯から入線蓋を取り出してください。

４）入線蓋には、膜付グロメット２個（内径φ１４）を取付けています。

膜付グロメットの膜をカッターナイフ等で切り、電線を膜付グロメットに通してく

ださい。

５）入線蓋を元通りに取付用Ｍ４ネジ４本で取付けてください。

６）感電事故防止のため、出庫警報灯内部側面のアース端子に、必ずＤ種接地のアース

線を接続してください。

アース端子の仕様は下記のとおりです。

適合電線 ２２ｍｍ2 以下

通電最大電流 ３０Ａ

端子ネジ Ｍ６

推奨締付トルク ３.０～４.０Ｎ・ｍ

■けがや事故などを防ぐために

●出車注意灯本体にはＤ種接地（接地抵抗100Ω以下）

のアース線を接続する。

その際に強電設備とは独立したＤ種接地に接続する。

感電の原因となります。

Ｍ４入線蓋取付ネジ

入線蓋

入線穴φ１４

膜付グロメット（黒）

アースボス

警告

必ず守る
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７）外線用端子台ＯＴに、電線を接続してください。

外線用端子台ＯＴの仕様は下記のとおりです。

適合電線 ５.５ｍｍ2 以下

最大通電電流 ４０Ａ

端子ネジ Ｍ４

適合圧着端子 １.２５-４～５.５-４

推奨締付トルク １.４～２.０Ｎ・ｍ

・端子記号「ＢＸ」「ＣＸ」にＡＣ１００Ｖ（５０Ｈz/６０Ｈz）電源線を接続し

てください。

■けがや事故などを防ぐために

●内部の点検を行うときは、必ず出車注意灯にAC100Vが

通電されていないことを確認する。

出車注意灯にＡＣ１００Ｖが通電されたままで作業すると、感

電や、やけどの原因となります。

ＢＸ

ＢＸ

出庫警報灯

ＣＸ
AC100V電源

外線用端子台ＯＴ

ＣＸ

警告

必ず守る
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出庫警報灯に内蔵している主電源用プロテクタＣＢＥは、５Ａ以上の過電流を検知する

と、“トリップ”して、出庫警報灯へのＡＣ１００Ｖを遮断します。

主電源用プロテクタが落ちた（“ＯＦＦ(オフ)”になった）場合は、出庫警報灯の容量

オーバー、またはショートなどが考えられます。

出庫警報灯の点検、またはサービス会社にご連絡ください。

７－１．主電源用プロテクタの確認・操作方法

主電源用プロテクタのハンドルの

位置で状態を確認できます。

①：“ＯＦＦ(オフ)”（ＡＣ１００

Ｖ遮断）の状態です。

②：過電流を検知して“トリップ

”（ＡＣ１００Ｖ遮断）した

状態です。

③：“ＯＮ(オン)”（ＡＣ１００Ｖ

通電）の状態です。

主電源用プロテクタの“トリップ”を解除する場合は、下記の手順に従ってください。

ⓐ：主電源用プロテクタのハンドルは“トリップ”状態になると、中間位置になります。

ⓑ：主電源用プロテクタのハンドルを引き下げて“ＯＦＦ(オフ)”にしてください。“ト

リップ”状態がリセットされます。

ⓒ：主電源用プロテクタのハンドルを“ＯＮ(オン)”の位置まで押し上げてください。

“ＯＮ(オン)”（ＡＣ１００Ｖ通電）の状態になります。

『ご注意』

“トリップ”状態から、再度“ＯＮ(オン)”にする場合は、出庫警報灯内部に異常がな

いか点検を行い、安全を確認した後で“ＯＮ(オン)”の操作を行ってください。

ＯＦＦ

ＯＮ

ＯＦＦ

① ② ③

①

②
③

側面図

正面図

ハンドル

ⓐ

トリップ
リセット

ＯＮ
ⓑ ⓒ

（ＯＦＦ）

出庫警報灯 取扱説明書
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８－１．出庫警報灯の始動

出庫警報灯の背面下部点検蓋を取り外し、主電源プロテクタＣＢＥのハンドルを押し上

げて“ＯＮ(オン)”にしてください。

ロジックリレーＬＲＹに画面を表示して、約３秒後に出庫警報灯は、動作可能状態にな

ります。

８－２．出 庫 動 作

１）車両が進行して、レーザーセンサ車両検知範囲に車両が入ると、レーザーセンサが

動作（“車両検知”信号を受信）して、出庫警報灯の黄色回転灯が動作し、電子ブ

ザーが鳴動します。

２）その後、さらに車両が進行して、レーザーセンサ車両検知範囲外に車両が出ると、

レーザーセンサが復旧（“車両検知”信号が復旧）して、信号灯タイマーＴ１が動

作を開始します。

３）信号灯タイマーＴ１の設定時間が経過すると、出庫警報灯の黄色回転灯が停止して、

電子ブザーの鳴動も停止します。

４）信号灯タイマーＴ１動作中に、新たにレーザーセンサ車両検知範囲に車両が入ると、

レーザーセンサが動作（“車両検知”信号を受信）して、信号灯タイマーＴ１の動

作をリセットして、レーザーセンサの復旧で信号灯タイマーＴ１は再度、動作を開

始します。

８－３．出庫警報灯の停止

出庫警報灯の背面下部点検蓋を取り外し、主電源用プロテクタＣＢＥのハンドルを引き

下げて“ＯＦＦ(オフ)”にしてください。出庫警報灯は停止します。

■けがや事故などを防ぐために

●点検蓋を取り外すときは、必ず手で点検蓋を押さえて、

下部点検蓋を落下させないこと。

けがの原因となります。

進行方向
出庫車両 レーザーセンサ

車両検知範囲

RL：出庫警報灯
（センサ付）RL

必ず守る

警告

出庫警報灯 取扱説明書
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８－４．電子ブザーを停止させるには

１．電子ブザー停止

出庫警報灯内部の【信号灯ブザー】スイッチ操作、またはロジックリレーＬＲＹ内

蔵の２４時間タイマーの信号灯ブザー停止時間帯設定で、黄色回転灯が動作したと

きの電子ブザーの鳴動を、停止させることができます。

【信号灯ブザー】スイッチを操作する場合、またはロジックリレーＬＲＹ内蔵の２

４時間タイマーの設定を行う場合は、出庫警報灯の背面上部点検蓋を取り外してく

ださい。

２．スイッチ操作での電子ブザー停止

【信号灯ブザー】スイッチで信号灯ブザー停止を自動回路で制御を行うか（“自動

”）、手動で行うか（“停止”、“鳴動”）を選択します。

スイッチ位置 制御動作

自動 ２４時間タイマーで制御します。

停止 ２４時間タイマーに関係なく強制的に

電子ブザーは停止します。

鳴動 ２４時間タイマーに関係なく強制的に

電子ブザーは鳴動します。

３．自動での電子ブザー停止

ロジックリレーＬＲＹで信号灯ブザー停止時間帯を設定してください。

電子ブザーの自動停止を行う場合は、【信号灯ブザー】スイッチのレバーを“自動

”側に倒してください。

信号灯ブザー停止時間帯になると、黄色回転灯が動作したときの電子ブザーの鳴動

を、自動で停止します。

⇒信号灯ブザー停止時間帯の設定については、９－４項を参照してください。

自動－停止－鳴動

信号灯ブザー

出庫警報灯 取扱説明書
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出庫警報灯の制御は、背面上部点検口内部の内部制御部のロジックリレーＬＲＹで行っ

ています。

ロジックリレーで各制御値（タイマー設定値など）を設定してください。

停電時でも曜日、および時刻は、ロジックリレー内蔵電池で約１０年間保持します。

なお、内蔵電池は交換できません。

■けがや事故などを防ぐために

●点検蓋を取り外すときは、必ず手で点検蓋を押さえて、

点検蓋を落下させないこと。

けがの原因となります。

●内部の点検を行うときは、必ず主電源用プロテクタを

“ＯＦＦ(オフ)”にする。

主電源プロテクタを“ＯＮ(オン)”にしたままで作業すると、

感電や、やけどの原因となります。

【信号灯ブザー】スイッチ
８－４項参照

ロジックリレーＬＲＹ
９項参照

定電圧電源ＳＴＢ

内部配線用端子台ＴＢ１

センサ用端子台ＯＴ２

内部配線用端子台ＴＢ２

必ず守る

注意

出庫警報灯 取扱説明書
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９－１．ロジックリレーの操作ボタンについて

各制御値（タイマー設定値など）は、ロジックリレー前面の操作ボタン①～⑥を使用し

て設定してください。

①：【Ａ】ボタン

・「タイマー設定」画面を表示するときに使用します。

・「タイマー設定」画面から「状態表示」画面に戻るときに使用します。

②：【Ｂ】ボタン

使用しません。

③：【ＥＳＣ】ボタン

・各タイマーの設定値の変更を取り消すときに使用します。

・前の画面に戻るときに使用します。

④：【－】ボタン

・画面表示の項目を下、または右に移動するときに使用します。

・タイマーの設定値を減少させるときに使用します。

⑤：【＋】ボタン

・画面表示の項目を上、または左に移動するときに使用します。

・タイマーの設定値を増加させるときに使用します。

⑥：【ＯＫ】ボタン

・タイマーの設定値を決定するときに使用します。

・メニュー項目を決定するときに使用します。

・「メニュー」画面を表示するときに使用します。

RQ2P

1234 BCDE

1234
14:52

LOgillerFe

A B ESC - + OK

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

出庫警報灯 取扱説明書
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９－２．ロジックリレーの画面について

１．状態表示画面

ロジックリレーＬＲＹが動作状態（電源“ＯＮ(オン)”）になると、最初に表示す

る画面です。

この画面では、ロジックリレーへの入力信号の状態、ロジックリレーからの出力信

号の状態、および現在の時刻を表示します。

①：［１２３４ ＢＣＤＥ］

各入力信号の状態を表示します。入力信号が“ＯＮ(オン)”（信号受信中）の

端子は反転表示（白抜き文字）になります。

例えば、［１２３４ ＢＣＤＥ］と表示している場合は、入力端子Ｉ１の入力

信号が“ＯＮ(オン)”になっています。

入力端子 画面表示 反転表示（白抜き文字）になる条件

Ｉ１ １ レーザーセンサから“車両検知”信号を受信中

Ｉ２～ＩＥ ２～Ｅ 未使用

②：［１２３４］

各出力信号の状態を表示します。出力信号が“ＯＮ(オン)”（接点“閉”）の

端子は反転表示（白抜き文字）になります。

例えば、［１２３４］と表示している場合は、出力端子Ｏ１およびＯ２の出力

信号が“ＯＮ(オン)”になっています。

出力端子 画面表示 反転表示（白抜き文字）になる条件

Ｏ１ １ 黄色回転灯が動作中

Ｏ２ ２ 電子ブザーが自動鳴動中

Ｏ３、Ｏ４ ３、４ 未使用

③：［１４：５２］

現在の時刻（１４時５２分）を２４時間制で表示します。

④：“動作マーク”

ロジックリレーの動作状態をアニメーションで表示します。

“ＲＵＮ”（運転）のときは、三角マークが反時計方向に回転します。

“ＳＴＯＰ”（停止）のときは、三角マークの回転が停止します。

RQ2P

1234 BCDE

1234
14:52

LOgillerFe

A B ESC - + OK

①

②
③
④

出庫警報灯 取扱説明書
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２．画面構成

状態表示画面

（９－２項）

信 号 灯 タ イ マ ー の 設 定

（９－４項）

状態表示画面

（９－２項）

信 号 灯 ブ ザ ー 停 止 時 間 帯 の 設 定

メニュー画面

ＳＴＯＰ

（９－３項）

タイマー設定画面

項目選択１画面

状態表示画面

（９－２項）

年 月 日 ・ 時 刻 の 設 定

メニュー画面

ＳＴＯＰ

項目選択１画面

ＶＥＲＳＩＯＮ

ＣＬＯＣＫ

ＦＡＵＬＴ

項目選択２画面

（９－５項）

項目選択１画面

状態表示画面

（９－２項）

ロ ジ ッ ク リ レ ー の 異 常 確 認

メニュー画面

ＳＴＯＰ

項目選択１画面

ＶＥＲＳＩＯＮ

ＣＬＯＣＫ

ＦＡＵＬＴ ＦＡＵＬＴ画面

（９－７項）

出庫警報灯 取扱説明書
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ＳＴＯＰ画面

状態表示画面

（９－２項）

ロ ジ ッ ク リ レ ー の 停 止

メニュー画面

ＳＴＯＰ

（９－６項）

ＲＵＮ画面

状態表示画面

（９－２項）

ロ ジ ッ ク リ レ ー の 運 転

メニュー画面

ＲＵＮ

ＣＡＮＣＥＬ

（９－６項）

出庫警報灯 取扱説明書
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９－３．信号灯タイマーを設定するには

１．タイマー設定画面

ａ．ロジックリレーＬＲＹが“ＲＵＮ（運転）”のときに、「状態表示」画面で【Ａ】

ボタンを押すと、下記画面を表示します。

この画面では、信号灯タイマーＴ１の時間を設定します。

『ご注意』

信号灯タイマーＴ１の設定単位は、

０．１秒です。

たとえば、“８０”と表示している

場合は、８．０秒になります。

また、“３”と表示している場合は、

０．３秒になります。

ｂ．上記画面で【Ａ】ボタンを押すと、タイマー設定を終了して、「状態表示」画

面に戻ります。

２．設定番号表

タイマーの指定は、タイマー番号（Ｔ１）で行います。

タイマー番号 設定内容 初期値 設定範囲

Ｔ１ 信号灯タイマー 8.0秒(00080) 1.0～99.9秒

（）内の数値は画面表示を表します。

『注記』初期値は工場出荷時の値です。現地調整で変更している場合があります。

RQ2P12LOgillerFe

A B ESC - + OK

Timer T1= 00080
Set

出庫警報灯 取扱説明書
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３．設定例（信号灯タイマー）

信号灯タイマーＴ１の設定値を“８”秒から“２０”秒にする場合の設定例です。

ここに記載している画面は、ロジックリレーが“ＲＵＮ”（運転）している状態で

す。

ａ．「状態表示」画面で【Ａ】ボタンを押すと、「タイマー設定」画面を表示しま

す。

右図は、「状態表示」画面です。

ｂ．信号灯タイマーＴ１の設定値と“■■■■■

”を交互点滅していることを確認してくださ

い。

ｃ．【ＯＫ】ボタンを押して、変更する設定項目

を確定してください。

設定値が点滅して、設定値の変更が可能に

なります。

ｄ．【＋】ボタンを押してください。１回押すと

“＋１”（＋０．１秒）します。

ボタンを押し続けると連続して変化します。

設定値が行き過ぎたときは【－】ボタンを押

してください。１回押すと“－１”（－０．

１秒）します。

ｅ．設定値を“２００”（２０秒）に変更すると

設定完了です。

【ＯＫ】ボタンを押すと、設定値を確定しま

す。

【ＥＳＣ】ボタンを押すと、設定値が変更前

の値に戻ります。

設定値と“■■■■■”が交互点滅して、選

択しているタイマー番号を示します。

ｆ．【Ａ】ボタンを押すと、タイマー設定を終了

して、「状態表示」画面に戻ります。

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

Timer T1= 00080
Set

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

Timer T1= 00081
Set

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

Timer T1= 00080
Set

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

Timer T1= 00200
Set

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

Timer T1= 00200
Set

RQ2P

1234 BCDE

1234
14:52

LOgillerFe

A B ESC - + OK

出庫警報灯 取扱説明書
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９－４．信号灯ブザー停止時間帯を設定するには

１．信号灯ブザー停止時間帯

ロジックリレーＬＲＹで信号灯ブザー停止時間帯を設定すると、黄色回転灯が動作

したときの電子ブザーの鳴動を自動で停止させることができます。

２．設定表

設定内容 初期値 設定範囲

信号灯ブザー停止時間帯 20：00～07：00 ２４時間制

『注記』初期値は工場出荷時の値です。現地調整で変更している場合があります。

『ご注意』

信号灯ブザー停止時間帯の開始時間と終了時間を同一時刻に設定すると、電子ブ

ザーは停止します。

３．ＰＡＲＡＭＥＴＥＲ（信号灯ブザー停止時間帯）画面

ここに記載している画面は、ロジックリレーが“ＲＵＮ（運転）”している状態で

す。

ａ．「状態表示」画面で【ＯＫ】ボタンを押して

ください。

「メニュー」画面を表示します。

ｂ．「メニュー」画面で【＋】ボタンまたは【－】

ボタンを押して、“ＰＡＲＡＭＥＴＥＲ”と

“■■■■■■■■■”を交互点滅させて、

【ＯＫ】ボタンを押してください。

「信号灯ブザー停止時間帯」画面を表示しま

す。

ｃ．「信号灯ブザー停止時間帯」画面では、“０

００”と“■■■”が交互に点滅して、選択

している項目を示します。

なお、“０００”の数値は変更できません。

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

STOP
PARAMETER
MISCELLANEOUS

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

MACRO 000 FBD 000
TIME PROG WEEKLY
n 00 20:00 ON
D:MTWTFSS W:12345

RQ2P

1234 BCDE

1234
14:52

LOgillerFe

A B ESC - + OK

出庫警報灯 取扱説明書
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４．信号灯ブザー停止時間帯設定画面表示内容

①：“０００”

タイマー番号を表します。

信号灯ブザー停止時間帯の設定です。

②：“ｎ・００ ２０：００ ＯＮ”

設定番号を表します。

信号灯ブザー停止を開始する時間を表します（２４時間制）。

図の場合、信号灯ブザー停止開始時間は“２０”時“００”分です。

ｎ・００ ：信号灯ブザー停止開始時間の設定番号です。

信号灯ブザー停止終了時間を設定する場合は、“０１”に設定し

ます。

２０：００：信号灯ブザー停止を開始する時間です。

ＯＮ ：信号灯ブザー停止“ＯＮ”（開始時間）を表します。

『ご注意』

曜日ごとに違う停止開始時間、または停止終了時間の設定はできません。

各曜日共通の停止開始時間、および停止終了時間の設定になります。

③：“Ｄ：ＭＴＷＴＦＳＳ”

信号灯ブザー停止を行う曜日を表します。

この設定項目は、変更しないでください。

信号灯ブザー停止を行わない曜日は“－”（ハイフン）表示になります。

曜日対応表

画面表示 Ｍ Ｔ Ｗ Ｔ Ｆ Ｓ Ｓ

曜 日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

図の場合、月曜日から日曜日まで信号灯ブザー停止を行う設定です。

④：“Ｗ：１２３４５”

信号灯ブザー停止を行う週を表します。

この設定項目は、変更しないでください。

信号灯ブザー停止を行わない週は“－”（ハイフン）表示になります。

週対応表

画面表示 １ ２ ３ ４ ５

該当する日 １日～７日 ８日～１４日 １５日～２１日 ２２日～２８日 ２９日～３１日

図の場合、第１週から第５週まで信号灯ブザー停止を行う設定です。

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

MACRO 000 FBD 000
TIME PROG WEEKLY
n 00 20:00 ON
D:MTWTFSS W:12345

①

③

②
④

出庫警報灯 取扱説明書
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５．設定例（信号灯ブザー停止時間帯）

信号灯ブザー停止時間帯の設定値を“２０：００～７：００”から“１９：００

～８：００”にする場合の設定例です。

ここに記載している画面は、ロジックリレーが“ＲＵＮ（運転）”している状態で

す。

ａ．９－４－１項の手順に従い、「信号灯ブザー

停止時間帯設定」画面を表示させてください。

“０００”を表します。

ｂ．信号灯ブザー停止開始時間を設定します。

【－】ボタン、または【＋】ボタンを押して

設定値“２０”時を“■■”と交互点滅させ

てください。

信号灯ブザー停止終了時間を設定する場合

は、ｆ項から操作してください。

ｃ．【ＯＫ】ボタンを押して設定値“２０”時を

点滅させてください。

ｄ．【－】ボタンを１回押してください。“１９”

になります。

これで信号灯ブザー停止開始時間が“１９”

時“００”分になります。

ｅ．【ＯＫ】ボタンを押すと設定値を確定します。

【ＥＳＣ】ボタンを押すと、設定値が変更前

の値に戻ります。

設定値と“■■”が交互点滅して、選択して

いる項目を示します。

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

MACRO 000 FBD 000
TIME PROG WEEKLY
n 00 20:00 ON
D:MTWTFSS W:12345

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

MACRO 000 FBD 000
TIME PROG WEEKLY
n 00 20:00 ON
D:MTWTFSS W:12345

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

MACRO 000 FBD 000
TIME PROG WEEKLY
n 00 20:00 ON
D:MTWTFSS W:12345

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

MACRO 000 FBD 000
TIME PROG WEEKLY
n 00 19:00 ON
D:MTWTFSS W:12345

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

MACRO 000 FBD 000
TIME PROG WEEKLY
n 00 19:00 ON
D:MTWTFSS W:12345

状態表示画面

（９－２項）

メニュー画面

ＳＴＯＰ

出庫警報灯 取扱説明書
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ｆ．信号灯ブザー停止終了時間を設定するため、

【＋】ボタン、または【－】ボタンを押して

設定項目ｎ・“００”を“■■”と交互点滅

させてください。

なお、信号灯ブザー停止開始時間を変更した

場合は、“００”と“■■”の交互点滅せず

に“００”は点灯のまま、ｈ項の状態になり

ます。

ｇ．【ＯＫ】ボタンを押すと設定項目ｎ・“００”

が点滅して、変更が可能になります。

ｈ．【＋】ボタン、または【－】ボタンを押して

“０１”に設定してください。

ｉ．【ＯＫ】ボタンを押すと信号灯ブザー停止終

了時間を表示します。

また、設定項目ｎ・“０１”と“■■”が交

互点滅して、選択している項目を示します。

ｊ．【－】ボタン、または【＋】ボタンを押して

設定値“０７”時を“■■”と交互点滅させ

てください。

ｋ．【ＯＫ】ボタンを押して設定値“０７”時を

点滅させてください。

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

MACRO 000 FBD 000
TIME PROG WEEKLY
n 00 19:00 ON
D:MTWTFSS W:12345

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

MACRO 000 FBD 000
TIME PROG
n 00
CHOSE EVENT

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

MACRO 000 FBD 000
TIME PROG
n 01
CHOSE EVENT

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

MACRO 000 FBD 000
TIME PROG WEEKLY
n 01 07:00 OFF
D:MTWTFSS W:12345

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

MACRO 000 FBD 000
TIME PROG WEEKLY
n 01 07:00 OFF
D:MTWTFSS W:12345

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

MACRO 000 FBD 000
TIME PROG WEEKLY
n 01 07:00 OFF
D:MTWTFSS W:12345

出庫警報灯 取扱説明書
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ｌ．【＋】ボタンを１回押してください。“０８”

になります。

これで信号灯ブザー停止終了時間が“０８”

時“００”分になります。

ｍ．【ＯＫ】ボタンを押すと設定値を確定します。

【ＥＳＣ】ボタンを押すと、設定値が変更前

の値に戻ります。

設定値と“■■”が交互点滅して、選択して

いる項目を示します。

ｎ．【ＥＳＣ】ボタンを押すと、信号灯ブザー停

止時間帯の設定を終了して、「メニュー」画

面に戻ります。

ｏ．【ＥＳＣ】ボタンを再度押すと、「状態表示」

画面に戻ります。

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

MACRO 000 FBD 000
TIME PROG WEEKLY
n 01 08:00 OFF
D:MTWTFSS W:12345

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

MACRO 000 FBD 000
TIME PROG WEEKLY
n 01 08:00 OFF
D:MTWTFSS W:12345

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

MACRO 000 FBD 000
TIME PROG WEEKLY
n 01 08:00 OFF
D:MTWTFSS W:12345

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

STOP
PARAMETER
MISCELLANEOUS

出庫警報灯 取扱説明書
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９－５．年月日、時刻を設定するには

１．ＤＡＴＥ／ＨＯＵＲ ＳＥＴＵＰ（年月日・時刻設定）画面の選択

年月日および時刻の設定は、ＤＡＴＥ／ＨＯＵＲ ＳＥＴＵＰ画面で行います。

ａ．「状態表示」画面で【ＯＫ】ボタンを押して

ください。

「メニュー」画面を表示します。

ｂ．「メニュー」画面で【＋】ボタンまたは【－】

ボタンを押して、［ＭＩＳＣＥＬＬＡＮＥＯ

ＵＳ］と［■■■■■■■■■■■■■］が

交互点滅していることを確認して、【ＯＫ】

ボタンを押してください。

「項目選択１」画面を表示します。

ｃ．「項目選択１」画面で【＋】ボタンまたは【－】

ボタンを押して、［ＣＬＯＣＫ］と［■■■

■■］が交互点滅していることを確認して、

【ＯＫ】ボタンを押してください。

「項目選択２」画面を表示します。

ｄ．「項目選択２」画面で【＋】ボタンまたは【－】

ボタンを押して、［ＤＡＴＥ／ＨＯＵＲ Ｓ

ＥＴＵＰ］と［■■■■■■■■■■■■

■■■］が交互点滅していることを確認し

て、【ＯＫ】ボタンを押してください。

ｅ．「ＤＡＴＥ／ＨＯＵＲ ＳＥＴＵＰ」画面を

表示します。

この画面で、年月日・時刻を設定します。

ｆ．【ＥＳＣ】ボタンを４回押すと、「状態表示」

画面に戻ります。

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

VERSION
CLOCK
FAULT

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE/HOUR SETUP
SUMMER TIME SETUP

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE THURSDAY
2009 JULY 30

14:52 36
CALIBRAT.:+00s/WEE

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE THURSDAY
2009 JULY 30

14:52 36
CALIBRAT.:+00s/WEE

RQ2P

1234 BCDE

1234
14:52

LOgillerFe

A B ESC - + OK

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

STOP
PARAMETER
MISCELLANEOUS

出庫警報灯 取扱説明書
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２．ＤＡＴＥ／ＨＯＵＲ ＳＥＴＵＰ（年月日・時刻設定）画面

「ＤＡＴＥ／ＨＯＵＲ ＳＥＴＵＰ」画面の表示内容を説明します。

①：“ＴＨＵＲＳＤＡＹ”

現在の曜日（ＴＨＵＲＳＤＡＹ：木曜日）を表しています。

カレンダーを内蔵しているので、年月日を変更すると曜日は自動的に変わりま

す（曜日のみの変更はできません）。

②：“２００９ ＪＵＬＹ ３０”

現在の年月日（２００９年 ７月 ３０日）を表しています。

③：“１４：５２ ５０”

現在の時刻（１４時５２分５０秒）を表しています。

時刻は２４時間制です。

④：“ＣＡＬＩＢＲＡＴ．：＋００ｓ／ＷＥＥ”

１週間あたりの時刻ずれの補正値（００秒）を表しています。

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE THURSDAY
2009 JULY 30

14:52 50
CALIBRAT.:+00s/WEE

②
③
④

①

項目選択１画面

状態表示画面

（９－２項）

メニュー画面

ＳＴＯＰ

項目選択１画面

ＶＥＲＳＩＯＮ

ＣＬＯＣＫ

ＦＡＵＬＴ

項目選択２画面

出庫警報灯 取扱説明書
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３．日設定

ａ．「ＤＡＴＥ／ＨＯＵＲ ＳＥＴＵＰ」画面で、

【＋】ボタン、または【－】ボタンを押して、

［日］と“■■”を交互点滅させてください。

右図では“３０”が［日］を表しています。

ｂ．【ＯＫ】ボタンを押して“３０”日を点滅さ

せてください。

ｃ．［日］を進めるときは【＋】ボタンを押して

ください。１回押すと“＋１”します。

［日］を戻すときは【－】ボタンを押してく

ださい。１回押すと“－１”します。

ボタンを押し続けると連続して変化します。

ｄ．【ＯＫ】ボタンを押すと［日］の変更を確定

します。

【ＥＳＣ】ボタンを押すと、［日］の変更を

取り消して、変更前の［日］に戻ります。

［日］と“■■”が交互点滅して、選択して

いる項目を示します。

カレンダーを内蔵しているので、［日］を変

更すると、自動的に曜日が変わります。

ｅ．【ＥＳＣ】ボタンを押すと、「項目選択２」画

面に戻ります。

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE THURSDAY
2009 JULY 30

14:52 36
CALIBRAT.:+00s/WEE

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE THURSDAY
2009 JULY 30

14:52 36
CALIBRAT.:+00s/WEE

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE THURSDAY
2009 JULY 30

14:52 36
CALIBRAT.:+00s/WEE

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE FRIDAY
2009 JULY 31

14:52 36
CALIBRAT.:+00s/WEE

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE FRIDAY
2009 JULY 31

14:52 36
CALIBRAT.:+00s/WEE

出庫警報灯 取扱説明書
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４．月設定

ａ．「ＤＡＴＥ／ＨＯＵＲ ＳＥＴＵＰ」画面で、

【＋】ボタン、または【－】ボタンを押して、

［月］と“■■■■■■■■■■”を交互点

滅させてください。

右図では“ＪＵＬＹ”が［月］を表していま

す。

ｂ．【ＯＫ】ボタンを押して“ＪＵＬＹ”を点滅

させてください。

ｃ．［月］を進めるときは【＋】ボタンを押して

ください。右図では１回押すと“ＪＵＬＹ”

が“ＡＵＧＵＳＴ”になります。

［月］を戻すときは【－】ボタンを押してく

ださい。右図では１回押すと“ＪＵＬＹ”が

“ＪＵＮＥ”になります。

ボタンを押し続けると連続して変化します。

月対応表

月 画面表示 月 画面表示

１月 ＪＡＮＵＡＲＹ ７月 ＪＵＬＹ

２月 ＦＥＢＲＵＡＲＹ ８月 ＡＵＧＵＳＴ

３月 ＭＡＲＣＨ ９月 ＳＥＰＴＥＭＢＥＲ

４月 ＡＰＲＩＬ １０月 ＯＣＴＯＢＥＲ

５月 ＭＡＹ １１月 ＮＯＶＥＭＢＥＲ

６月 ＪＵＮＥ １２月 ＤＥＣＥＭＢＥＲ

ｄ．【ＯＫ】ボタンを押すと［月］を変更を確定

します。

【ＥＳＣ】ボタンを押すと、［月］を変更を

取り消して、変更前の［月］に戻ります。

［月］と“■■■■■■■■■■”が交互点

滅して、選択している項目を示します。

カレンダーを内蔵しているので、［月］を変

更すると、自動的に曜日が変わります。

ｅ．【ＥＳＣ】ボタンを押すと、「項目選択２」画

面に戻ります。

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE THURSDAY
2009 JULY 30

14:52 36
CALIBRAT.:+00s/WEE

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE THURSDAY
2009 AUGUST 30

14:52 36
CALIBRAT.:+00s/WEE

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE SUNDAY
2009 AUGUST 30

14:52 36
CALIBRAT.:+00s/WEE

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE SUNDAY
2009 AUGUST 30

14:52 36
CALIBRAT.:+00s/WEE

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE THURSDAY
2009 JULY 30

14:52 36
CALIBRAT.:+00s/WEE

出庫警報灯 取扱説明書
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５．年設定

設定範囲は、２０００年～２０９９年です。

ａ．「ＤＡＴＥ／ＨＯＵＲ ＳＥＴＵＰ」画面で、

【＋】ボタン、または【－】ボタンを押して、

［年］と“■■■■”を交互点滅させてくだ

さい。

右図では“２００９”が［年］を表していま

す。

ｂ．【ＯＫ】ボタンを押して“２００９”年を点

滅させてください。

ｃ．［年］を進めるときは【＋】ボタンを押して

ください。１回押すと“＋１”します。

［年］を戻すときは【－】ボタンを押してく

ださい。１回押すと“－１”します。

ボタンを押し続けると連続して変化します。

ｄ．【ＯＫ】ボタンを押すと［年］の変更を確定

します。

【ＥＳＣ】ボタンを押すと、［年］の変更を

取り消して、変更前の［年］に戻ります。

［年］と“■■■■”が交互点滅して、選択

している項目を示します。

カレンダーを内蔵しているので、［年］を変

更すると、自動的に曜日が変わります。

ｅ．【ＥＳＣ】ボタンを押すと、「項目選択２」画

面に戻ります。

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE THURSDAY
2009 JULY 30

14:52 36
CALIBRAT.:+00s/WEE

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE THURSDAY
2010 JULY 30

14:52 36
CALIBRAT.:+00s/WEE

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE FRIDAY
2010 JULY 30

14:52 36
CALIBRAT.:+00s/WEE

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE THURSDAY
2009 JULY 30

14:52 36
CALIBRAT.:+00s/WEE

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE FRIDAY
2010 JULY 30

14:52 36
CALIBRAT.:+00s/WEE

出庫警報灯 取扱説明書
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６．時刻（時）設定

時刻は２４時間制で設定してください。

ａ．「ＤＡＴＥ／ＨＯＵＲ ＳＥＴＵＰ」画面で、

【＋】ボタン、または【－】ボタンを押して、

［時］と“■■”を交互点滅させてください。

右図では“１４”が［時］を表しています。

ｂ．【ＯＫ】ボタンを押して“１４”時を点滅さ

せてください。

ｃ．［時］を進めるときは【＋】ボタンを押して

ください。１回押すと“＋１”します。

［時］を戻すときは【－】ボタンを押してく

ださい。１回押すと“－１”します。

ボタンを押し続けると連続して変化します。

ｄ．【ＯＫ】ボタンを押すと［時］の変更を確定

します。

【ＥＳＣ】ボタンを押すと、［時］の変更を

取り消して、変更前の［時］に戻ります。

［時］と“■■”が交互点滅して、選択して

いる項目を示します。

ｅ．【ＥＳＣ】ボタンを押すと、「項目選択２」画

面に戻ります。

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE THURSDAY
2009 JULY 30

14:52 36
CALIBRAT.:+00s/WEE

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE THURSDAY
2009 JULY 30

15:52 36
CALIBRAT.:+00s/WEE

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE THURSDAY
2009 JULY 30

14:52 36
CALIBRAT.:+00s/WEE

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE THURSDAY
2009 JULY 30

15:52 36
CALIBRAT.:+00s/WEE

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE THURSDAY
2009 JULY 30

15:52 36
CALIBRAT.:+00s/WEE

出庫警報灯 取扱説明書
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７．時刻（分）設定

ａ．「ＤＡＴＥ／ＨＯＵＲ ＳＥＴＵＰ」画面で、

【＋】ボタン、または【－】ボタンを押して、

［分］と“■■”を交互点滅させてください。

右図では“５２”が［分］を表しています。

ｂ．【ＯＫ】ボタンを押して“５２”分を点滅さ

せてください。

ｃ．［分］を進めるときは【＋】ボタンを押して

ください。１回押すと“＋１”します。

［分］を戻すときは【－】ボタンを押してく

ださい。１回押すと“－１”します。

ボタンを押し続けると連続して変化します。

ｄ．【ＯＫ】ボタンを押すと［分］の変更を確定

します。

【ＥＳＣ】ボタンを押すと、［分］の変更を

取り消して、変更前の［分］に戻ります。

［分］と“■■”が交互点滅して、選択して

いる項目を示します。

ｅ．【ＥＳＣ】ボタンを押すと、「項目選択２」画

面に戻ります。

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE THURSDAY
2009 JULY 30

14:52 36
CALIBRAT.:+00s/WEE

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE THURSDAY
2009 JULY 30

14:53 36
CALIBRAT.:+00s/WEE

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE THURSDAY
2009 JULY 30

14:52 36
CALIBRAT.:+00s/WEE

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE THURSDAY
2009 JULY 30

14:53 36
CALIBRAT.:+00s/WEE

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE THURSDAY
2009 JULY 30

14:53 36
CALIBRAT.:+00s/WEE

出庫警報灯 取扱説明書
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８．時刻（秒）設定

ａ．「ＤＡＴＥ／ＨＯＵＲ ＳＥＴＵＰ」画面を

選択すると、［秒］と“■■”が交互点滅し

ていることを確認してください。

右図では“３６”が［秒］を表しています。

［秒］と“■■”が交互点滅していない場合

は、【＋】ボタン、または【－】ボタンを押

して、［秒］と“■■”を交互点滅させてく

ださい。

ｂ．【ＯＫ】ボタンを押して“３６”秒を点滅さ

せてください。

この時点で、画面の［秒］の表示は停止しま

すが、ロジックリレー内部の時刻は進んでい

ます。

ｃ．［秒］を進めるときは【＋】ボタンを押して

ください。１回押すと“＋１”します。

［秒］を戻すときは【－】ボタンを押してく

ださい。１回押すと“－１”します。

ボタンを押し続けると連続して変化します。

ｄ．【ＯＫ】ボタンを押すと［秒］の変更を確定

します。

【ＥＳＣ】ボタンを押すと、［秒］の変更を

取り消して、変更前の［秒］に戻ります。

［秒］と“■■”が交互点滅して、選択して

いる項目を示します。

ｅ．【ＥＳＣ】ボタンを押すと、「項目選択２」画

面に戻ります。

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE THURSDAY
2009 JULY 30

14:52 36
CALIBRAT.:+00s/WEE

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE THURSDAY
2009 JULY 30

14:52 37
CALIBRAT.:+00s/WEE

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE THURSDAY
2009 JULY 30

14:52 36
CALIBRAT.:+00s/WEE

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE THURSDAY
2009 JULY 30

14:52 37
CALIBRAT.:+00s/WEE

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE THURSDAY
2009 JULY 30

14:52 37
CALIBRAT.:+00s/WEE

出庫警報灯 取扱説明書
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９．１週間あたりの秒のずれを補正

１週間あたりの秒のずれを補正できます。

設定範囲は、－５９秒～＋５９秒です。

ａ．「ＤＡＴＥ／ＨＯＵＲ ＳＥＴＵＰ」画面で、

【＋】ボタン、または【－】ボタンを押して、

［補正値］と“■■■”を交互点滅させてく

ださい。

右図では“＋００”が［補正値］を表してい

ます。

ｂ．【ＯＫ】ボタンを押して“＋００”秒を点滅

させてください。

ｃ．［補正値］を加算するときは【＋】ボタンを

押してください。１回押すと“＋１”します。

［補正値］を減算するときは【－】ボタンを

押してください。１回押すと“－１”します。

ボタンを押し続けると連続して変化します。

ｄ．【ＯＫ】ボタンを押すと［補正値］の変更を

確定します。

【ＥＳＣ】ボタンを押すと、［補正値］の変

更を取り消して、変更前の［補正値］に戻り

ます。

［補正値］と“■■■”が交互点滅して、選

択している項目を示します。

ｅ．【ＥＳＣ】ボタンを押すと、「項目選択２」画

面に戻ります。

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE THURSDAY
2009 JULY 30

14:52 36
CALIBRAT.:+00s/WEE

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE THURSDAY
2009 JULY 30

14:52 36
CALIBRAT.:+00s/WEE

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE THURSDAY
2009 JULY 30

14:52 36
CALIBRAT.:+01s/WEE

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE THURSDAY
2009 JULY 30

14:52 36
CALIBRAT.:+01s/WEE

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

DATE THURSDAY
2009 JULY 30

14:52 36
CALIBRAT.:+01s/WEE

出庫警報灯 取扱説明書
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９－６．ロジックリレーの運転、停止を設定するには

１．ＲＵＮ／ＳＴＯＰ画面

この画面では、ロジックリレーＬＲＹのＲＵＮ（運転）／ＳＴＯＰ（停止）を設定

します。

『ご注意』

ロジックリレーがＲＵＮ（運転）になっていないと、出庫警報灯は動作しません。

２．ロジックリレー停止

ａ．ロジックリレーが“ＲＵＮ（運転）”してい

るときに、「状態表示」画面で【ＯＫ】ボタ

ンを押してください。

「メニュー」画面を表示します。

ｂ．「メニュー」画面で、［ＳＴＯＰ］と“■■■

■”が交互点滅していることを確認して、

【ＯＫ】ボタンを押してください。

「ＳＴＯＰ（停止）」画面を表示します。

ｃ．「ＳＴＯＰ（停止）」画面で、［ＳＴＯＰ ｐ

ｒｏｇｒａｍ］と“■■■■■■■■■■■

■”が交互点滅していることを確認してくだ

さい。

【ＯＫ】ボタンを押すと、ロジックリレーが

“停止”します。

【ＥＳＣ】ボタンを押すと、ロジックリレー

の停止を取り消します。

ｄ．【ＥＳＣ】ボタンを押すと、「状態表示」画面に戻ります。

【ＯＫ】ボタン
ＳＴＯＰ画面

【ＥＳＣ】ボタン

状態表示画面

（９－２項）

ロ ジ ッ ク リ レ ー の 停 止

【ＯＫ】ボタン

メニュー画面

【ＥＳＣ】ボタン
ＳＴＯＰ

【ＯＫ】ボタン

ＲＵＮ画面

【ＥＳＣ】ボタン

状態表示画面

（９－２項）

ロ ジ ッ ク リ レ ー の 運 転

【ＯＫ】ボタン
メニュー画面

【ＥＳＣ】ボタン
ＲＵＮ

ＣＡＮＣＥＬ

【ＯＫ】ボタン

【ＯＫ】ボタン

RQ2P

Stop program

Press OK

LOgillerFe

A B ESC - + OK

RQ2P

STOP
PARAMETER
MISCELLANEOS

LOgillerFe

A B ESC - + OK

RQ2P

1234 BCDE

1234
14:52

LOgillerFe

A B ESC - + OK

出庫警報灯 取扱説明書
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３．ロジックリレー運転

ａ．ロジックリレーが“ＳＴＯＰ（停止）”して

いるときに、「状態表示」画面で【ＯＫ】ボ

タンを押してください。

「メニュー」画面を表示します。

ｂ．「メニュー」画面で、［ＲＵＮ］と“■■■”

が交互点滅していることを確認して、【ＯＫ】

ボタンを押してください。

「ＲＵＮ（運転）」画面を表示します。

ｃ．「ＲＵＮ（運転）」画面で、［ＲＵＮ ｐｒｏ

ｇｒａｍ］と“■■■■■■■■■■■”が

交互点滅していることを確認してください。

【ＯＫ】ボタンを押すと、ロジックリレーが

“運転”になります。

【ＥＳＣ】ボタンを押すと、ロジックリレー

の運転を取り消します。

ｄ．【ＥＳＣ】ボタンを押すと、「状態表示」画面に戻ります。

RQ2P

RUN program
RESET LATCHED

VALUES & RUN
CANCEL

LOgillerFe

A B ESC - + OK

RQ2P

RUN
PARAMETER
MISCELLANEOS

LOgillerFe

A B ESC - + OK

RQ2P

1234 BCDE

1234
14:52

LOgillerFe

A B ESC - + OK

出庫警報灯 取扱説明書
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９－７．ロジックリレーの異常を確認するには

１．ＦＡＵＬＴ（エラー番号確認）画面

ロジックリレーＬＲＹに異常が発生すると、自動的にロジックリレーは“停止”し

て、出庫警報灯の動作も停止します。発生しているエラー番号を消去しないと、ロ

ジックリレーを“運転”にすることはできません。

この画面では、ロジックリレーに発生したエラー番号の確認やエラー番号の消去を

行います。

『ご注意』

ロジックリレーのエラー（異常）が消去できない場合は、サービス会社にご連絡く

ださい。

２．エラー番号の消去

ａ．「状態表示」画面で【ＯＫ】ボタンを押して

ください。

「メニュー」画面を表示します。

ｂ．「メニュー」画面で【＋】ボタンまたは【－】

ボタンを押して、［ＭＩＳＣＥＬＬＡＮＥＯ

Ｓ］と“■■■■■■■■■■■■”を点滅

表示させ、【ＯＫ】ボタンを押してください。

ｃ．「項目選択１」画面で【＋】ボタンまたは【－】

ボタンを押して、［ＦＡＵＬＴ］と“■■■

■■”が交互点滅していることを確認して、

【ＯＫ】ボタンを押してください。

【ＯＫ】ボタン

項目選択１画面

【ＥＳＣ】ボタン

状態表示画面

（９－２項）

【ＯＫ】ボタン

メニュー画面

【ＥＳＣ】ボタン
ＳＴＯＰ

項目選択１画面

ＶＥＲＳＩＯＮ

ＣＬＯＣＫ

ＦＡＵＬＴ

【ＯＫ】ボタン

ＦＡＵＬＴ画面

【ＥＳＣ】ボタン

RQ2P

1234 BCDE

1234
14:52

LOgillerFe

A B ESC - + OK

RQ2PLOgillerFe

A B ESC - + OK

VERSION
CLOCK
FAULT

RQ2P

RUN
PARAMETER
MISCELLANEOS

LOgillerFe

A B ESC - + OK

出庫警報灯 取扱説明書
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ｄ．右図の“ＦＡＵＬＴ：００”がエラー番号

を表示します。

エラーが発生していない場合は、“００”に

なります。

【ＯＫ】ボタンを押すと、エラー番号を消

去して、ｃ項に戻ります。

ｅ．【ＥＳＣ】ボタンを押すと、「メニュー」画面に戻ります。

９－６項の手順で、ロジックリレーを“運転”にしてください。

３．エラー番号一覧表

エラー番号 原 因 処 置

００ エラーなし －－－－－－－－－－－－－－

０２ 時刻の書き込みエラー

５０ ファームウェア、または制御プ

５２ ログラムの破壊 サービス会社にご連絡ください。

５８

５１ スキャンタイムが制御プログラ

ムの実行時間より短い

RQ2P

FAULT :00

Clear press OK

LOgillerFe

A B ESC - + OK

出庫警報灯 取扱説明書
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１）電子ブザーＢＺ

出庫警報灯の前面に、電子ブザーを取り付けています。

電子ブザーの前面ツマミで音量調節ができます。

２）電子ブザーの音量調節方法

電子ブザーの音量は、電子ブザーの前面ツマミで調節してください。

右に回しきった状態で音量が最大になり、左で音量が最小になります。

左に回しきっても電子ブザーの音は消せません。

出庫警報灯にはビーイーエージャパン株式会社（BEA Japan Co.Ltd.）製のレーザーセ

ンサ（LZR-H800）を取付けています。

別紙「LZR-H800 取扱説明書」に従い、保護エリアとオープニングエリアの検知エリア

（車両検知範囲）を設定してください。

『ご注意』

保護エリアとオープニングエリアの検知エリア（横幅ｍ、奥行ｍ）は、同じ値に設定

してください。

設定項目 工場出荷時設定値 現地設定値

取付位置による設定 「反射板無し」 反射板無し

保護エリア(ｍ) 横幅「２.２」、奥行「２.５」 横幅 奥行

オープニングエリア(ｍ) 横幅「２.２」、奥行「２.５」 横幅 奥行

最小検知対象物 「１」（ｏｆｆ）

最大静止検知時間 「３」（３０秒）

検知ディレー 「２」（２００）

出力設定 「０」（Ｒ１:オープニング Ｒ２:保護） ０

リレー接点 「０」（Ｒ１:ＮＯ Ｒ２:ＮＣ） ０

方向 「３」（前進２００％）

感度 「１」（標準）

前面ツマミ

前面ツマミ

大きくなる小さくなる

出庫警報灯 取扱説明書
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出庫警報灯内部の点検を行うときは、出庫警報灯内部の主電源用プロテクタＣＢＥのハ

ンドルを引き下げて“ＯＦＦ(オフ)”にした後、出庫警報灯にＡＣ１００Ｖが通電され

ていないことを、必ず確認してください。

■感電、火災、やけど、けがなどを防ぐために

●出庫警報灯に水をかけて清掃しない。

感電・漏電事故の原因となります。

●有機溶剤（ベンジンなど）をかけて清掃しない。

変色・変形の原因となります。

●清掃を行うときは、家庭用洗剤などを出庫警報灯内部

にかけない。

感電・漏電事故の原因となります。

●製品をビニール袋や布、布団、服などで覆わない。

火災や製品が破損する原因となります。

■けがや事故などを防ぐために

●点検蓋を取り外すときは、必ず手で点検蓋を押さえて、

点検蓋を落下させないこと。

けがの原因となります。

●内部の点検を行うときは、必ず主電源用プロテクタを

“ＯＦＦ(オフ)”にする。

主電源プロテクタを“ＯＮ(オン)”にしたままで作業すると、

感電ややけどの原因となりま

●製品にサビが発生した場合は、必ず早期に補修する。

サビが発生したまま使用すると、製品が破損し感電や倒壊に

よるけがの原因になります。

●絶縁抵抗計（メガー）を極間には使用しない。

電源～接地間で絶縁抵抗を測定するときは、主電源用プロテ

クタを“ＯＦＦ(オフ)”にし、背面下部点検口の外線用端子

台ＯＴ１の端子ねじ～接地間で実施してください。

極間に電子部品が接続されており、製品が破損する原因とな

ります。

●動物などの排泄物が付着することが考えられる場合

は、点検サイクルを短くして、安全確認を行う。

サビなどの腐食が促進され、製品倒壊の原因になります。

●取付部には、植栽などの土がかからないように管理す

る。

サビなどの腐食が促進され、製品倒壊の原因になります。

警告

警告

必ず守る

必ず守る

禁止

注意

禁止

出庫警報灯 取扱説明書
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出庫警報灯の動作がおかしいときは、ご購入店にお問い合わせになる前に、以下の項目

をご確認ください。

症状 ここをご確認ください 項目(頁)

黄色回転灯が動作しない 主電源用プロテクタＣＢＥを“ＯＮ(オン)”にしてくだ ７項

電子ブザーが鳴らない さい。 （１１頁）

定電圧電源ＳＴＢ内部のランプが点灯していることを確 ５項

認してください。 （９頁）

ランプが消灯しているときは、故障の可能性があるので

販売店にお問い合わせください。

ロジックリレーＬＲＹを“ＲＵＮ”にしてください。 ９－６項

（３５頁）

レーザーセンサの検知エリアを確認してください。 １１項

（３９頁）

黄色回転灯が動作しない ロジックリレーＬＲＹの出力端子Ｏ１の“黄色回転灯が ９－２項

動作中”出力信号が“ＯＮ(オン)”表示になっているこ （１６頁）

とを確認してください。

上記項目のロジックリレーＬＲＹの出力信号を確認して

正常なときは、黄色回転灯が故障している可能性があり

ます。販売店にお問い合わせください。

電子ブザーが鳴らない 信号灯ブザー停止スイッチのレバーが“自動”または“鳴 ８－４項

動”になっていることを、確認してください。 （１３頁）

信号灯ブザー停止スイッチのレバーを“鳴動”にして、 ８－４項

電子ブザーが鳴ることを、確認してください。 （１３頁）

それでも、電子ブザーが鳴らないときは、電子ブザーが

故障している可能性があります。

販売店にお問い合わせください。

現在時刻がロジックリレーＬＲＹの信号灯ブザー停止時 ９－４項

間帯になっていないことを、確認してください。 （２１頁）

ロジックリレーＬＲＹの出力端子Ｏ２の“電子ブザーが ９－２項

自動鳴動中”出力信号が“ＯＮ(オン)”表示になってい （１６頁）

ることを確認してください。

絶縁抵抗計（メガー）で絶 出庫警報灯内部に電源線からの高電圧ノイズを除去する ５項

縁抵抗を測定すると漏電し ため、サージアブソーバＺＮＲ１、２（計３個）を取付 （９頁）

ている けています。

絶縁抵抗を測定する場合は、必ず主電源用プロテクタＣ ７項

ＢＥを“ＯＦＦ(オフ)”にしてください。 （１１頁）

レーザーセンサが動作しな 主電源用プロテクタＣＢＥを“ＯＮ(オン)”にしてくだ ７項

い さい。 （１１頁）

定電圧電源ＳＴＢ内部のランプが点灯していることを確 ５項

認してください。 （９頁）

ランプが消灯しているときは、故障の可能性があるので

販売店にお問い合わせください。

出庫警報灯 取扱説明書
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製品図番 ＳＲＺ１００１Ｃ－Ｅ

主 材 ｔ２.０ ＳＵＳ３０４

塗 装 シルバー塗装

（関西ペイント：アミラックスNo.371-109）

電 源 単相ＡＣ１００Ｖ±１０％ ５０／６０Ｈｚ

消費電力 最大２０ＶＡ

黄色回転灯 ＡＣ１００Ｖ ３Ｗ（ＬＥＤ式）

電子ブザー ＡＣ１００Ｖ １.３Ｗ（音量調節付き）

サージアブソーバ
放電開始電圧

線 間：２７０Ｖ

大地間：４７０Ｖ

使用温度範囲 －１０℃～＋５０℃

使用湿度範囲 ２０％～８５％ＲＨ（ただし、結露しないこと）

重 量 約２７ｋｇ

構 造 防雨構造（ＩＰＸ３）・３面表示・自立形

設置場所 屋内・屋外

■本資料の記載内容は、令和６年１月現在のものです。

■製品改良のため、仕様・外観は予告なしに変更することがありますので、あらかじめ

ご了承ください。

●販売元 ビーイーエージャパン株式会社
〒220-0004 神奈川県横浜市西区北幸2-8-19 横浜西口Kビル2階

TEL：045-565-9560 FAX：045-565-9561

●製造元 日信防災株式会社

SRZ1001C-20240130-A

出庫警報灯 取扱説明書


